
市民参加
市民公開

先行きの見えない不況によって市民の生活の厳しさが増すなか、福祉・暮らし

を充実させてほしいという願いとともに、税金の使い道にも市民の厳しい眼差し

が向けられています。議員報酬（現在、年間約1,513万円）の引き下げを求め

る市民の声は大きなものがあります。

先日行われたマスコミの世論調査では、９割以上の市民が報酬引き下げに賛成

しています。しかし、具体的な報酬額については、「半分の800万円程度」が

29.8％、「1000万円程度」が27.1％、「1200万円程度」が24.7％、分か

れています（4月20日付「中日」）。

「報酬引き下げには賛成だが、その金額については市民の意見は様々」という現

状を踏まえれば、議員報酬の引き下げを調査・検討するために、公募市民や学識

経験者が参加した第３者機関を議会に設置することが必要です。

市長の押しつけでもなく、議会のお手盛りでもなく、市民参加で議員報酬引き

下げを実行することは、画期的な議会改革になります。

つきましては以下のことをぜひとも実現してください。

１、公募市民や学識経験者が参加した第３者機関を議会に設置し、
市民参加・市民公開で議員報酬を引き下げること
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